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ごあいさつ

企業は経済発展の担い手として、その事業活動を通じ、わが国の産業

を発展させ豊かな社会を築きましたが、多くのエネルギーの投入や廃棄

物の発生など、環境負荷を増大させていることも忘れてはなりません。豊

かな地球環境を後世に残すため、企業は積極的に環境負荷の低減に取

り組むことが必要です。

私たちニッパツは、自動車、情報通信、産業・生活など多くの分野に携

わる企業として「環境保全活動の継続的な推進」を重要な経営課題ととら

え、1992年に「地球環境対策委員会」を設け、1993年に「環境ボランタリー

プラン」を制定して以来、全社一丸となって生産活動における環境保全に

取り組むとともに、環境に配慮した製品開発、技術開発を進めています。

環境保全活動を継続的に発展させるため、環境マネジメントシステム

「ISO14001」を1997年より導入し、いま認証取得した全工場では、年々環

境保全活動をレベルアップさせています。

また循環型社会への対応として、2001年度より開始したゼロエミッション

活動も3年目に入り、各工場に確実に浸透し、全社での達成に向け活動を

加速していきます。

当社は長期ビジョン「NEXTステージ2010」に定める新しい企業文化

「地球市民としての調和と共生」の実現をめざし、積極的に環境保全活動

に取り組んでまいります。

この環境報告書をお読みいただき、今後の活動に向けて皆様の率直な

ご意見とご指導をいただければ幸いに存じます。

2004年9月

取締役社長 取締役副社長　地球環境対策委員長

Message

グローバルな視野に立ち
常に新しい考え方と行動で
企業の成長をめざすと共に
魅力ある企業集団の実現を通じて
豊かな社会の発展に貢献する
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